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組織運営
校務分掌
評価
システム
など

関連する仕事をしている他の人との仕事上の調整がうまくいっていると思
う。

意思決定は、トップダウンではなく、ボトムアップの決定が多く満足してい
る。

自分の仕事やポストについて満足しており、仕事にやりがいを感じている。

自分は仕事を遂行するのに必要な意志や能力が十分備わっている。

本校では、業務が適切に分担化されている。

本校では、業務が効率よく遂行されている。

本校では管理職の指導力は十分に発揮されていると思う。

他の部門（学年・教科・分掌）からの要望などには関心を持ち、すばやく対
応していると思う。

本校では教職員の健康や仕事量、置かれた状況等に対する配慮がなさ
れていると思う。

本校では意見を率直に述べられるような雰囲気があると思う。

研究・研
修

自分なりに目標を持ち、計画的に研修や研究に取り組んでいる。

毎日の教育実践について、現状に満足することなく創意・工夫・改善に取
り組んでいる。

校外の研究会や教育関係以外の趣味や教養を通して、人間的な幅を広
げることができていて、教職員として生活が充実している。

教育目標

教育課程についての編成意図や教育目標を理解し、自分なりに実践して
いる。

本校では優先されなければならない課題に着手されていると思う。

本校では、面接を行い生徒の悩みや相談に応じている。

本校では、生徒の生活状況や交遊関係を一人ひとりについてしっかり把
握している。

HR・行事
友人関係

ＨＲ活動では、経営目標を設定し、具体的な計画を立てて実施している。

学年経営やＨＲ活動が充実し、積極的に教育活動に取り組むことができて
いる。

本校では教員が部活動に積極的に参加（指導）している。

施設設備

校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている。

施設・設備を運営する組織体制は整っており、教職員の責任分担も明確
である。

開かれた
学校

地域連携
その他

本校では、学校評議員制度の活用、学校公開、外部講師の活用、地域へ
の広報活動など開かれた学校づくりのために十分努力している。

教職員として、学校の教育活動に積極的に参加しており、毎日が充実して
いる。

Ａ  学校評価（教職員用）

内　容

給食指導
栄養指導

本校は、行事食や郷土料理など特色ある給食を提供している。

本校は、様々な食に関する指導を積極的に行っている。

教育課程
教科指導

生徒の理解度に合わせた、納得のいく教科指導ができている。

教科指導に関しては、より望ましい指導に向けて絶えず工夫改善をしてい
る。

教科指導については、自分自身の目標を持ち、具体的な計画を立てて実
行している。

毎日の授業実践に関して、方法や展開に不足や不満を感じ、研修の必要
を感じている。

進路指導

本校では、進路全般にわたって生徒に必要な情報を提供している。

本校では、進路目標の明確化に向けた適切な指導を行っている。

生徒指導
生徒理解

本校では、生徒指導上のしつけやマナーの教育が行き届いている。

本校では、家庭と連絡を密にし、相談に応じている。
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職員結果集計

よく当てはまる だいたい当てはまる

あまり当てはまらない 当てはまらない
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Ｂ　学校評価（生徒用）

内　容

教育課
程

教科指
導

授業はよく理解できている。

授業で分からないことは納得するまで指導してくれている。

生徒にとって、学ぶ意欲を引き出し、学力を身につけられるような授業
が行われている。

総合的な探究の時間は、自分にとって充実している時間である。

学校として、スクールポリシーに基づいた教育課程（時間割）が編成・実
施されている。

自分は学習に積極的に取り組んでいる。

進路指導

進学や就職など、進路に関する情報は十分提供されている。

生徒にとって、進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われてい
る。

生徒指導

生徒にとって、挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指
導が行われている。

学校として、日頃からいじめの早期発見に取り組んでいる。

自分は礼儀やマナーを守っている。

生徒理解

生徒にとって、教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体
制ができている。

担任、副担任は一人ひとりの生徒を理解し、親身になって考えている。

給食指
導

栄養指
導

学校は、行事食や郷土料理など特色のある給食を提供している。

学校は、様々な食に関する指導を積極的に行っている。

HR・行
事

友人関
係

自分のクラスのホームルーム活動は活発でまとまりがある。

文化祭や体育大会等の学校行事に積極的に参加し、取り組んでいる。

自分をよい方向に導いてくれる友人が学校内にいる。

特別活
動

部活動

学校として、生徒会活動は活発に行われている。

学校として、部活動は活発に行われている。

自分にとって、有意義な学校行事がある。

施設設
備
清掃

校舎やグランドなどの施設や設備は整備されている。

私は校舎内外をきれいにし、施設設備を大事に使っている。

開かれ
た
学校
地域連
携

その他

学校として、地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組ん
でいる。

生徒に対して、災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられてい
る。

保護者に対して、学校便りなどによって、学校の情報は適切に伝えられ
ている。

自分にとって、学校生活は充実している。

学校は、ボランティアやインターンシップ（就労体験）、専門学校等での
体験学習等、様々な学びの場を生徒に対して提供している。
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生徒集計結果

よく当てはまる だいたい当てはまる

あまり当てはまらない 当てはまらない
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自由記述欄

本 校 へ の
ご 意 見 や
ご 要 望 を
お 書 き
く だ さ い

開かれた
学校

地域連携
その他

学校として、地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくり
に取り組んでいる。

保護者に対して、災害・非常時の避難方法や連絡方法は
伝えられている。

保護者に対して、学校便りやHPなどによって、学校の情報
は適切に伝えられている。

生徒の学校生活は充実している。

学校は、ボランティアやインターンシップ（就労体験）、専門
学校等での体験学習等、様々な学びの場を生徒に対して
提供している。

・先生方にはいつも良くして頂いているので、ありがたいと思うばかりです。
・いつもありがとうございます。先生方にはいつも感謝の気持ちでいっぱいです。
・いつも親切丁寧に対応していただき、ありがとうございます。
・子どもが「授業がつまらない！理解に苦しむ！」と話していました。もっと生徒にとって意味のある授業、時間にして欲しい
です。
・生徒に寄り添っていただき、生徒の気持ちを尊重した活動をしていただき、本当にありがとうございます。

HR・行事
部活動

学校として、生徒会活動は活発に行われている。

学校として、部活動は活発に行われている。

生徒にとって、有意義な学校行事がある。

施設設備
清掃

校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている。

清掃が行き届いていて、校舎は衛生的に管理されている。

生徒理解

生徒に対して、教員やカウンセラーが必要な時に相談に応
じてくれる体制ができている。

学校は、生徒のよさを見つけて、それを伸ばそうと積極的に
取り組んでいる。

給食指導
栄養指導

学校は、行事食や郷土料理など特色のある給食を提供して
いる。

学校は、様々な食に関する指導を積極的に行っている。

進路指導

進路に対する情報は家庭に十分に提供されている。

生徒の進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われて
いる。

生徒指導

生徒に対して、挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確
立に関する指導が行われている。

学校として、いじめ問題に対する取組方針が保護者と共有
されている。

家庭でのしつけやマナーの教育を十分している。

Ｃ　学校評価（保護者用）

内　容

教育課程
教科指導

生徒の学ぶ意欲を引き出し、学力を身につけられるような
授業が行われている。

先生方は、生徒が分かるまで丁寧に指導してくれている。

学校として、スクールポリシーに基づいた教育課程（時間
割）が編成・実施されている。
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保護者集計

よく当てはまる だいたい当てはまる

あまり当てはまらない 当てはまらない



 

 

令和６年度 第２回 学校評価 結果と分析 

気仙沼高校定時制 

１ 実施日及び回収率 

 ○実施日    すべての調査期間を１月９日～１月１６日とした。 

 ○回収率 

・Ａ 教職員調査  回答数１０人／全教職員１２人（常勤のみ）（回収率８３．３％） 

・Ｂ 生 徒 調 査  回答数２７人／全生徒数２８人      （回収率９６．４％） 

 ・Ｃ 保護者調査  回答数１６人／全世帯数２６人      （回収率６１．５％） 

  

２ アンケートの概要 

  例年と同様、県教委主催の学校評価等研修会の内容を踏まえて内容を精査し、本校が目指す教育

目標・計画に基づいて展開する教育活動について、校内評価及び外部評価により問題点の早期発見

と早期改善を図るとともに、今後の教育計画の更なる充実を図るため、第２回学校評価を実施した。

８月２１日に学校評価委員会を開催し、８月２２日開催の定例職員会議において全教職員で審議・

検討した結果、昨年度実施した内容をベースとして、わかりやすく回答しやすい内容に質問を改善・

精選して学校評価アンケートを実施した。昨年度と同様に電子データと紙媒体でアンケートを実施

したが、多くは紙媒体での提出となっている。（電子データ回答１８／全回答数５３） 

  

３ 分析と考察 

  質問事項を変更したため、一概に前年度と比較することは難しいが、令和６年度第１回、令和５

年度の第２回学校評価の結果と比較を行い、各評価項目において肯定的な評価が多い項目と肯定的

な評価が少ない項目について分析を行った。 

 

（１）教職員 

  全体的な傾向として第 1 回よりも多くの項目において肯定的な評価となっている。肯定的な評価

が多くなったのは「給食指導・栄養指導」である。行事食や食に関するイベントなど継続して積極

的に行っていることが高い評価につながったと思われる。今後の課題としては、「礼儀やマナーの教

育」、「組織運営・校務分掌」の分野が肯定的な評価が少ないので、学校生活全体を通じて「礼儀や

マナーの教育」に取り組むこと、校務運営や業務分担の改善が必要と考えられる。特に業務分担に

ついては昨年度から継続して評価が低くなっており、業務の精選を早急に検討していきたい。 

 

（２）生徒 

  全体的に第 1 回よりも肯定的な評価が増えている。評価が高いのは「生徒理解」の項目、また昨

年度よりも「18 自分を良い方向に導いてくれる友人が学校内にいる」の評価が上昇しており、教

師と生徒、生徒同士の人間関係が良好であることが伺われる。挨拶やマナーについては徐々に肯定

的な評価が減少している。教職員の評価でも「礼儀やマナー」が課題となっていることから、さら

に指導を進めていく必要があると考える。また「17 学校行事に積極的に参加し、取り組んでいる」

が減少していることから、他者との関わりが難しい本校の生徒にとって、学校行事は大きなハード

ルであることが再認識されたので、今後の在り方の検討が必要である。 

 

（３）保護者 

全体的な傾向として昨年度とほぼ同様の結果となっており、概ね好意的な評価となっている。中

でも給食の評価は高くなっており、行事食や郷土料理などの特色ある給食や、栄養面でのバランス

のとれた給食を提供していることが高評価につながっている。また、ボランティアや体験学習等、

多様な学びの機会についても評価が高くなっている。一方、「家庭での礼儀やマナー」については、

昨年度から継続して課題となっており、教職員の評価でも課題となっていることから、今後も、保

護者と情報を共有しながら指導を進めていくことが必要だと考えている。 


